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本  日  の  卓   話 
 １２月２１日 （土） 
｢忘 年 家 族 親 睦 例 会｣ 
親睦活動委員会 

が良いとのこと、又、クウエート人にしても、戦争し

ても米軍がいるから安心だと言っているそうです。 

 
■例 会 記 録 
第２１２５ 回例会  １２月 １１日（水）晴       

 我々石油に関係のある者にとっては、もしイラク戦

が始まれば、イラクからイランやトルコ、サウジアラ

ビア等に通じている石油のパイプラインはすぐに破壊

されイラク原油の輸出はストップします。現在、日本

や先進欧米諸国の石油の貯蔵量は100日以上と聞いて
おりますが、もしイラク戦が長引けば、やっぱり石油

問題が大きくなり、この不況下の日本経済も相当影響

が生じて来るものと予測しいろいろと考えて行かなけ

ればならないのであります。 
●ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱  
 
※１１月ホームクラブ皆出席  しかしながら何をするにも身体が元でありますので、

お互いさま健康に気を使ってまいりましょう。  藤井、菊山、小池、久保、中江、中西、野田、大森 
 坂井（純）、高田、吉江  
 ■幹 事 報 告                  中西 勝幹事 
 １、 例会変更（北攝１１ＲＣの例会変更） 
■会 長 の 時 間         藤井 實会長 摂津ＲＣ：１２/２７（金）、１/３（金）休会 

  １/１０（金）18：00に変更 新年例会のため   皆さん今日は。最近、寒波襲来その他で空気も非常に

乾燥し、風邪を引く人が多くなっています。私もこの

月曜日から疲労気味で喉が痛く、昨夜は熱カンを多く

飲み何とかしょうとしたが逆に眠れずに、今日はお休

みを取ろうとしたぐらいでした。 

  吹田西ＲＣ：１２/３０（月）、２/１０（月）休会 
２、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
１）国際ロータリー100周年推進キット 
（2004‐05年度の 100周年に、ロータリーとその
業績への認識を高めるに当って、必要なツールが

揃っている）    
 最近、私の知人の 80 歳の方が少しゴルフをやり過
ぎて、急に肺炎になり両肺に水が一杯たまり、緊急病

院にて肺に穴をあけて一命を取り止めたとのことです

ので、皆様も是非、御注意をなさって下さい。 
２）米山功労者表彰について 山口会員が 2回目の表
彰となる。表彰品は 2ヶ月後 
３、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項  さて、現在、イラク問題に世界の注目が集まってい

ますが、先週私共の中近東職員がパキスタン、UAE、
バーレン、クウエート等を訪問して帰国した話により

ますと、最近これらの国は米軍のお陰で一部では景気 

１）大阪北梅田ＲＣより 10周年記念誌 
２）吹田ＲＣより会報と概況書 
３）市青少年健全育成強調月間、実施要領協力依頼  

 ４、 理事会報告 
■出 席 報 告 １） １月度プログラムの件 
第２１２５ 回例会 前々回（第２１２３ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ４０ (16) 18 6 75 ％ 2 92 ％ 

 １月の初例会（１/８）は坂井正男会員の出席をお
願いし、１０分程度の卓話をしていただき、その

後簡会員の卓話とする                        承認 



２）茨木商工会議所年賀交歓会協賛金 4万円  承認 
３）下半期会費納入の件 合計 173,700円    承認 
４）忘年家族親睦会の件 家族宛にも案内状を送り 
できるだけ出席をお願いする。      承認 
５）谷川会員より病気治療のため６ヶ月間の休会届け

が出された。休会を認める。       承認 
６）ＷＣＳの件 
①インドネシア ジョグジャカルタＲＣによる「経

済的に弱い大衆の文盲撲滅へのプロポーザル」支

援は茨木ＲＣ，高槻ＲＣ、台北西北ＲＣ，ジョグ

ジャカルタＲＣの 4ＲＣ協同で申請する。  
茨木ＲＣの出資金は＄3,000、他のＲＣと 2660地
区ＤＤＦおよびＷＦ合わせたトータル＄23,650
（120円／＄換算 2，838，000円）    承認 
②北スマトラ・タルントゥンの教育機関にコンピュ

ーター支援の件 
コンピューター５台とプリンターで 40 万円程度
の出資を考えている。報告をしてもらえるその地 
域のＲＣを探してもらっている。     承認 
７）高田会員の退会を認める。           承認 
８）ローターアクト海外研修参加者（西田ＲＡＣ会長

１名）に提唱ＲＣよりの援助金  ３ＲＣ各２万

円 計６万円援助することに決定     承認 
９）その他 
 ①事務局年末年始休暇 12/27（金）午後～1/5（日）  

承認 
②外郭団体事務局員親睦旅行 １/18（土）～1/20(月) 
                      承認 
 
■委 員 会 報 告 
国際奉仕委員会          久保義誓委員長  
幹事の理事会報告でもありましたが、委員会から事

業報告をさせて頂きます。  
① 経済的に弱い大衆の文盲撲滅のプロポーザ 
背景：ジョグジャカルタ特別州は文化の町及び学生の

町だと言われているが、低住民層の中に文盲率がかな

り高い。貧しい住民の権力を強化、及び職力を上達す

るために、ＲＣは文盲撲滅のプログラムを予定する。     
プログラムの目的：職力を上達する為に、貧しい住民

の文盲を撲滅する。 

   

対象のグループ：ジョグジャカルタのＲＣＣに建設さ

れている貧しい人々。ジョグジャカルタのＲＣＣはジ

ョグジャカルタ市のＲＣＣ Garuda、ＲＣＣWiyata 
Mandiri, バントゥル町のＲＣＣ Payak, スレマン
町のＲＣＣ Merapiである。参加者は特に１５才～３
０才の資金が小さい商人、人力車の人や日給労働者な

ど４００人で、大部分は女性を目的にする。 
 

                                 WF 
 茨木ＲＣ      $3,000  ―  $1,500 
 高槻ＲＣ      $3,000  ―  $1,500 
 台北西北ＲＣ   $3,000  ―  $1,500 
  DDF2660地区   $5,000   ―  $5,000 
 ジョグジャカルタＲＣ  $100   ―     $50 
    サブトータル $14,100   ―   $9,550  
        トータル $23,650 
 
②コンピューター機器の手配 
 インドネシアでは、就学年齢に達している子供の数

と比べ、小中高校及び専門学校の数がまだまだ不足し

ている。そこでタルントゥンの学校を初め、地域住民

が私立学校を創設するに至っている。地方の就学児童

が遠くの公立学校へ通わなくても教育が受けられるこ

とを願っています。（インドネシアは 31州、人口 2億
2千万人、約 6千の島に住んでいる）タルントゥンの
学校も貧しい家庭の出身者が多数で、教材のコンピュ

ーターを揃える予算も十分ではない。政府も段階的に

教育部門の予算を増やしているが、どうしても公立学

校が優先されている。タルントゥンの学校からの依頼

に対し、貴クラブのご支援ご協力を賜れますことを心

より願っています。 
 1955年 私立タルントゥンⅠ専門高等学校創立 
設置学科：会計学科、秘書学科、マーケティング

学科、農業学科 
コンピューター5台とプリンタ－、予算約４０万円 

 
米山記念奨学会寄付報告 
 山口会員から頂きました 
 本日までの合計 ３８０，０００円 
ポリオ・プラス寄付報告 
 日野岡、長澤、各会員から頂きました 
 本日までの合計 ３４２，０００円 
 
 
■卓  話            橋本 淳会員 
「米寿をめざして」 
７回目の年男となる日が近づいた、随分長いようで

過ぎ去って見ると早いものである。学生時代は、スポ

ーツに明け暮れ、青春を謳歌したが、卒業が近づくと

就職試験と徴兵検査、悪遊びは出来ない。卒業と同時

に陸軍（航空隊）に、厳しい訓練と戦争、敗戦の惨め

さを味わう。 
再就職に奔走して、入社すれば無我夢中での毎日が

続く。商売のコツ、遊びのコツ、善悪とりまぜて一人

前になると早や 50 才。   第２の人生を考えて、
間もなく還暦を迎える。その時現会社に迎えられ、会



社が安定した頃には、すでに古希となる。 続いて茨木
カンツリー倶楽部から素晴らしい赤チョッキが届く、 

敬老会競技に参加する。メンバー全体で 1800 人中、
70才以上が 550人 80才以上が 150人と聞いて驚く。
まだまだ青年だ、年寄りにはなりたくない気持ち。 
関経連の会長でもあった宇野収理事長が英国の詩人、

Ｓ・ウルマンの“青春の詩”を盛んに捉唱される。敢

えてその一節を紹介する。“青春とは、人生のある時期

ではなく、心の持ち方を云う 年を重ねただけで人生

は老いない。理想を失う時に初めて老いる”の句であ

る。然しながら宇野さんも 83 才で多くの人々に惜し
まれながら鬼籍へ。  

12月 1日付で日経新聞の“私の履歴書”覧で縁の深
い、大女優の山本富士子さんが登場された。私より一

廻り年下で、泉大津高女時代の同級生が私の職場で一

緒であり、ミス日本一の山本さんの別荘風の家を高島

屋が購入する。“海の家”と称し、多くの社員が利用し

た。六甲山の“山の家”と共に人気があり、いろいろ

と懐かしい思い出が一杯浮かんでくる。 
さて傘寿の大きな山を越え（愛妻との別れ）“米寿”

を目指す道程は、真に険しい。９０才の医師である日

野原重明先生のように、人生いきいきといきることは

出来ないが、私なりの流儀を恥を忍んで話そう。 
全ての基本は、先ず健康であること。 
１）一人暮らしになって３年余、古家から交通に、食

事に便利で、眺望の良い所を探すとそこは、高層

マンションであった。 
２）何より好きであった“ゴルフ”が駄目になるとス

イミングクラブに入会、週３日の水泳。 
３）週 1回の仕事は、茨木ＲＣへの出席と茨木ＣＣで
の入浴、食事、旧友との出合い。 
４）月１回は、会社の出勤と船場の組合、団体の会合、

大学のクラブに参加。 
５） 隔月は百貨店めぐりと観光。 
６）半年に一回は、仲良し５人組のパーティ。拙宅で

の会合は、参加者全員酒のアテを持参し、酒は飲

み放題。料理に上手下手はなく皆おいしいと話に

花が咲く５時間。 
７）夜は、３日に１度は新規開拓の美人ママ経営の小

料理屋で“一期一会”を大切にしながらの楽しい

食事となる。時には、北新地へ出張。 
８）その他、種々の会合には、積極的に参加する事を

本分とする。 
９）行動はすべて安全第一“急がば廻れ”である。 
 
 
１０）世の為、人の為になる事は、進んで実行。 
善意の“貧者の一燈”は心に洗礼を受けた境地で  

ある。  
以上、若老人の戯言をアレコレと申し上げたが 
“人間たれしも、一寸先は闇、神のみぞ知るである”

人は命ある限り夢を持ち、恋心も忘れずに、米寿を目

指して、老いを深く味わいながら、もっと楽しもうで

はないか。 
終りに、Ｓ・ウルマンの青春の詩を大切にされてい

る、大女優山本富士子さんに“幸多かれ”と拍手を贈

りたい。 
 
 
■ニ コ ニ コ 箱         
※会員誕生                 松尾 
※ホームクラブ皆出席      藤井、小池、久保  
中江、中西、野田、大森、坂井（純）、高田、吉江 
※市議会の同意を得て１月より茨木市の監査委員にな

ります。職業奉仕のつもりで努力します   中村 
※茨木市固定資産評価審査委員に任命されて  松尾 
※日野岡さん山口さん愉しい一時をありがとう 高田 
※前回欠席申し訳ございません        梶山 
※台北西北RC訪問して    台北西北訪問者一同 
  
     本日計   ４０，０００円 

累  計  ９７１，５５０円 
 
■次 回 卓 話 
 「 宝くじ 」 
              山口和雄会員 

 
 
 
 


